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行
政
相
談
委
員
の

　髙
橋
宏
明
さ
ん
が

　
　
　総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
行
政
相
談
委
員
の
髙
橋
宏
明
さ
ん
が
、
多

年
に
わ
た
り
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
10
月
12
日

に
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
土
地
登
記
手
続
き
の
円
滑

化
を
総
務
大
臣
に
働
き
か
け
、
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
平
成
19
年

4
月
か
ら
13
年
8
か
月
に
わ
た
り
相
談
者
に

心
を
傾
け
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政

相
談
委
員
と
し
て
定
例
行
政
相
談
所
な
ど
で

の
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
1
2
0
7
）
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償
却
資
産
申
告
の
お
知
ら
せ

　
市
内
で
毎
年
1
月
1
日
現
在
、
土
地
お
よ

び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
を

所
有
し
て
い
る
個
人
お
よ
び
法
人
は
償
却
資

産
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
構
築
物（
外
構
設
備
や
工

事
ほ
か
）、
機
械
・
装
置（
製
造
設
備
、
太
陽

光
発
電
設
備
ほ
か
）、
工
具
・
備
品（
パ
ソ
コ

ン
、
応
接
セ
ッ
ト
ほ
か
）な
ど
に
な
り
ま
す
。

申
告
期
日
▼
令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）〜
2

月
1
日（
月
）

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
1
0
6
7
）

償
却
資
産
お
よ
び
事
業
用
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

令
和
2
年
2
月
〜
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続

す
る
3
月
間
の
事
業
収
入
が
前
年
比
30
％
以

上
減
少
し
た
中
小
事
業
者
を
対
象
に
償
却
資

産
お
よ
び
事
業
用
家
屋（
土
地
は
対
象
外
）に

対
す
る
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
が
軽
減
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

申
告
期
日
▼
令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）〜
2

月
1
日（
月
）

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
1
0
6
7
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　
　
　啓
発
週
間

12
月
10
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
　16
日（
水
）ま
で

　
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
を
始

め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
し
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑
事

案
」
お
よ
び
「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き

な
い
事
案
」
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

安
中
警
察
署

（
☎
0
2
7

－

3
8
1

－

0
1
1
0
）

〇
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.police.pref.gunm

a.jp/subi
ndex/keibi.htm

l

松
井
田
図
書
館「
雑
誌
等
無
料
配

布
」中
止
の
お
知
ら
せ

　
松
井
田
図
書
館
で
は
、
例
年
12
月
上
旬
の

日
曜
日
に
、
役
目
を
終
え
た
図
書
・
保
存
期

限
の
過
ぎ
た
雑
誌
の
無
料
配
布
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
　

問
合
せ
▼

安
中
市
松
井
田
図
書
館

（
☎
3
9
3

－

4
4
0
2
）

だ
よ
り

学
習
の
森

№175

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

碓
氷
関
所
跡

碓
氷
関
所
跡

碓氷関所東門復元工事　昭和34年

　
碓
氷
関
は
、
平
安
時
代
に
碓
氷
坂（
坂
本
）

に
置
か
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
元
和
9
年（
１
６
２
３
）に
現
在
地
に
移

設
さ
れ
、
参
勤
交
代
が
始
ま
る
と
、
中
山
道

の
治
安
維
持
の
た
め
「
入
鉄
砲
に
出
女
」
を

厳
し
く
取
締
ま
り
ま
し
た
。

　
碓
氷
関
所
は
明
治
2
年（
１
８
６
９
）に
廃

止
と
な
り
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
文
化
財
保
護
法
の
成
立
で
歴
史

的
価
値
が
見
直
さ
れ
、
昭
和
30
年（
１
９
５

５
）に
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
34
年
に
は
、
不
足
分
の
部
材
を
新

た
に
作
成
し
、
個
人
宅
で
保
存
さ
れ
て
い
た

関
所
の
部
材
と
組
み
合
わ
せ
て
、
東
京
大
学

教
授
・
藤
島
亥
治
郎
氏
の
指
揮
の
も
と
東
門

が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
門
柱
2
本
と

門
扉
が
保
存
さ
れ
て
い
た
部
材
で
、
ケ
ヤ
キ

材
の
堅
固
な
も
の
で
す
。
東
門
の
あ
る
位
置

は
番
所
跡
に
あ
た
り
、
東
門
と
呼
ば
れ
ま
す

が
西
向
き
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
復
元
に
よ
っ
て
現
代
に
甦
っ
た
碓
氷
関
所

は
、
往
時
の
姿
を
今
な
お
人
々
に
伝
え
て
い

ま
す
。

企
画
展
で
は
安
中
市
の
懐
か
し
い
写
真

を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

〜
2
月
21
日（
日
）ま
で

明治から大正・昭和・平成・令和まで、
安中市の風景や祭事の写真を掲載

図　録

あの日 あの頃 この町で
～写真で振り返る安中市～

販売中　1,600円
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
272

67
339

男 
248

32
280

女    
22,086

6,379
28,465

男    
21,589

6,132
27,721

合　計 56,805人　世帯数 24,711   （令和2年10月末日現在）

各 100 円
昭和前期・昭和後期・平成前期・平成
後期の流行を取り入れた、制服姿の可
愛いこうめちゃん缶バッジです。

▲鉄道文化むらで、ED42の模擬運転が行われました

▲髙橋宏明さん


